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「
Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
と
日
本
法
へ
の
示
唆
」

日
本
大
学
法
学
部
比
較
法
研
究
所
長　

松　
　

嶋　
　

隆　
　

弘

慶
應
義
塾
大
学
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長　

庄　
　

司　
　

克　
　

宏

こ
の
小
特
集
「
Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
と
日
本
法
へ
の
示
唆
」
は
、
平
成
二
三
年
一
一
月
一
九
日
に
、
日
本
大
学
法
学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
Ｅ
Ｕ
法
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
と
日
本
法
へ
の
示
唆
」（
以
下
「
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
す
る
。）
の
成
果
を
各
報
告
担
当

者
が
そ
れ
ぞ
れ
論
説
（
日
本
語
）
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
１
）

。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
日
本
大
学
法
学
部
比
較
法
研
究
所

（
以
下
「
比
較
法
研
究
所
」
と
す
る
。）
と
慶
應
義
塾
大
学
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
」

と
す
る
。）
と
の
共
同
開
催
と
し
て
、
か
つ
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
の
後
援
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
。
な
お
、
各
報
告
者
に
よ
る
英
文
論
説
が
、
比



一
五
〇

較
法
研
究
所
の
機
関
誌
で
あ
る
コ
ン
パ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ロ
ー
に
、
小
特
集
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
基
調
講
演
を
担
当
し
た
加
藤
紘
捷
教
授
（
英
米
法
）
と
庄
司
（
Ｅ
Ｕ
法
）
と
の
長
年
に
わ
た
る
交
際
を

直
接
の
き
っ
か
け
と
し
、
そ
れ
に
実
定
法
を
専
門
と
す
る
長
谷
川
貞
之
教
授
（
民
法
）、
今
村
隆
教
授
（
税
法
）、
工
藤
聡
一
教
授
（
航
空

法
・
商
法
）
及
び
松
嶋
（
商
法
）
が
加
わ
る
こ
と
で
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
法
を
「
素
材
」
と
し
、「
基
礎
法
・
外
国
法
と
実
定

法
の
対
話
」
と
し
て
学
術
に
昇
華
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
民
法
、
会
社
法
に
関
し
て
は
、
現
在
改
正
が
議

論
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
本
小
特
集
掲
載
の
各
論
説
に
お
け
る
、
Ｅ
Ｕ
法
か
ら

の
具
体
的
示
唆
が
、
前
記
論
議
に
対
し
一
定
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
こ
で
本
小
特
集
の
概
要
に
つ
き
触
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
焦
点
を
当
て
た
加
藤
論
説
は
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

基
調
講
演
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
小
特
集
に
お
け
る
通
奏
低
音
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
リ
ス
ボ
ン
条

約
体
制
で
は
、
こ
れ
ま
で
単
な
る
政
治
宣
言
だ
っ
た
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
基
本
条
約
（
Ｅ
Ｕ
条
約
及
び
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
）
と
同
等
の
法
的
拘

束
力
が
付
与
さ
れ
た
。
加
藤
論
説
で
は
、
な
ぜ
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か

な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。

次
い
で
、「
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
に
お
け
る
相
互
承
認
原
則
の
比
較
法
的
考
察
」
と
題
す
る
庄
司
論
説
で
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
市
場
と
ト

ラ
ン
ス･

タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
取
り
決
め
の
二
つ
を
素
材
に
、
複
数
国
間
で
非
関
税
障
壁
を
撤
廃
す
る
有
力
な
手
段
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
相
互
承
認
原
則
が
論
じ
ら
れ
る
。

「
Ｅ
Ｕ
取
引
法
と
日
本
民
法
へ
の
示
唆
─
「
ユ
ー
ロ
抵
当
」
構
想
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
─
」
と
題
す
る
長
谷
川
論
説
で
は
、
Ｅ
Ｕ

担
保
権
構
想
が
検
討
さ
れ
る
。
同
構
想
は
、
附
従
性
と
い
う
担
保
物
権
の
通
有
性
に
関
す
る
議
論
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
最
近
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裁
判
例
が
た
て
続
き
注
目
を
集
め
て
い
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
と
い
っ
た
金
融
実
務
に
も
、
さ
ら
に
は
現
在
進
行
中
の
民
法
債
権
編

全
面
改
正
に
も
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
Ｅ
Ｕ
会
社
法
と
日
本
の
事
業
体
法
制
～
欧
州
私
会
社
（S

P
E

: S
ocietas P

rivata E
uropaea

）
を
中
心
と
し
て
～
」
と
題
す
る

松
嶋
論
説
は
、
欧
州
私
会
社
か
ら
、
日
本
法
の
非
公
開
会
社
法
制
は
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
き
、
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

今
村
・
川
村
論
説
「
租
税
法
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
―
欧
州
司
法
裁
判
所
と
我
が
国
の
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
判
決
を
比
較
し
て
―
」

は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
二
〇
〇
六
年
の
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
と
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
に
お
け
るw

holly 

artificial arrangem
ent

の
法
理
（abuse of law

の
具
体
的
基
準
）
と
我
が
国
の
外
税
事
件
に
つ
い
て
の
最
高
裁
平
成
一
七
年
一
二
月
一
九

日
判
決
の
濫
用
の
法
理
と
を
比
較
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

工
藤
論
説
「
航
空
排
出
権
紛
争
の
行
方
」
で
は
、
排
出
権
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
と
シ
カ
ゴ
条
約
の
せ
め
ぎ
合
い
か
ら
日
本
法
が
何
を
学
ぶ

の
か
が
議
論
さ
れ
る
。

本
小
特
集
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
詳
細
は
、
実
際
に
各
論
説
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

最
後
に
、
比
較
法
研
究
所
及
び
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、
後
援
を
い
た
だ
い
た
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
の
皆
様
、
本
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
本
小
特
集
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
法
学
研
究
所
の
皆
様
に
、
比
較
法
研
究
所
及
び
ジ
ャ

ン
・
モ
ネ
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
代
表
し
て
そ
れ
ぞ
れ
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

�

以
上

（
１
）	

な
お
、
今
村
隆
本
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
の
報
告
の
み
、
同
教
授
と
川
村
佑
紀
・
日
本
大
学
法
学
部
比
較
法
研
究
所
研
究
員
と
の
共
著
で
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あ
る
。


